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天
間
林
村
に
は
全
国
的
に
有
名
な
二
ツ
森
貝
塚
を
は
じ
め
、
二
十
四
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
を
残
し
た
人
々

は
い
つ
ご
ろ
か
ら
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
人
々
は
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

原
始
時
代
を
旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
に
区
分
し
、
周
辺
市
町
村
の
資
料
も
参
考
に
し
て
時
代
毎
に
み
て
い
き
た
い
。

第
一
章

旧
石
器
時
代

我
々
人
類
最
古
の
祖
先
を
求
め
る
研
究
は
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
を
中
心
に
長
年
続
け
ら
れ
て
お
り
、
二
百
数
十
万
年
は
遡
る
と
い
わ

れ
る
化
石
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

我
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
群
馬
県
岩
宿
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
器
が
、
縄
文
時
代
以
前
の
旧
石
器
で
あ
る
こ
と
が
明

旧
石
器
時
代
の
調
査
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
で
次
々
に
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

も

の

み

だ

い

め

こ

し

あ

い

の

や

ま

青
森
県
で
も
縄
文
時
代
以
前
と
さ
れ
る
遺
跡
は
、
今
日
ま
で
に
、
東
通
村
物
見
台

・
野
辺
地
町
目
ノ
越

・
金
木
町
相
野
山

・
弘
前

お

お

も

り

か

つ

や

ま

な

か

う

だ

お

お

だ

い

や

ま

も

と

ち

ょ

う

ロ

ゃ

く

ぽ

市
大
森
勝
山

・
今
別
町
中
宇
田

・
蟹
田
町
大
平
山
元
H
・
東
北
町
長
者
久
保
遺
跡
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ら
か
に
な
っ
て
以
来
、

旧
石
器
時
代
の
人
々
は
、
簡
単
な
石
の
道
具
や
動
物
の
骨
あ
る
い
は
角
を
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
だ
げ
で
あ
り
、
ま
だ

土
器
は
製
作
し
て
い
な
い
。

ハ
ン
タ
ー
と
し
て
獲
物
を
追
い
続
け
る
の
が
毎
日
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
住
居
は
洞
窟
や
岩
陰
な
ど
自
然

の
地
形
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。

天

間

林

村
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:1遺跡名|所 在

天間林村遺跡一覧表

地|立地|種別|時代|地目 IIi¥ 土 回

目"

l什|菩縫木遺跡|天問舘字菩綾駄蜘木ね1 Iほ丘 陵劇|は包含池|を 毛IllJ山 林州|同縄文土器片 土師僻附務桝片 | 第

2什|向川原M遺跡|天問舘字向川原鈎払川…~→-30初哨0
3 I白 石遺跡|天間舘字白石1お5 I台 地I11 I縄猷文(怖州州晩船叫)川I11 I縄文土器片、須恵脚器 | 原

(河岸段丘)I " I歴 史

丘 陵
縄歴(f量 ・晩文史} 山畑林I縄文土器片、土師録片、石斧I始(先端邸)

11 4 IJ湿代遺跡|天間錦字継代5

丘 陵 墓地

(先治部)
11 

原野
5 1市の波遺跡|天間官官字市の渡

6 Ilr間木遺跡|天間官官字夏問木 4ロa 地 11 
縄 文

水田 |縄文土器片
(後・晩) 山林

7 1十校内遺跡(1)I天閉館字十枝内 11 11 縄 文 水田 縄文土器片
山林

8 1十校内遺跡(2)I 11 11 l散 布 地 歴 史 畑 土師器片

9 1 ~行平遺跡|天閉館字情平 11 l住 居 跡 歴 史 草池 土防総片、須!{器片

10 11ま図遺跡(1)I天閉鎖字底図 丘 陵 散布地 縄文(後)山林縄文土器

丘 陵
包 含 地 縄文(中) 山林|縄文土器

(錨)
111古和備遺跡|天間舘字古和側l∞

121日行崎遺跡!天閉館字桁崎 ぷロ命 地官官 跡 毘 史 牧象地|土師雪量片
原野

4E2 ‘ 池 包 含 地 縄文(後) 畑 縄文土器片

歴史 宅地 石器、土師器、筑恵器、鉄製斧
13 1森ヶ沢遺跡|天間官官字森ヶ沢1

丘 陵
lJt 基 歴 史 畑 須恵器

(端)
141へどもり遺跡|天間館字家ノ上

15 1大平 遺跡|天間官官字大平
台地 縄文
(河岸段丘)包含池 (早~後) 畑 |縄文土録片

16 1松ヶ沢遺跡 |天間官官字松ヶ沢 AロA 地|包 含 地|縄文(後)
歴史

水山畑林図|縄文土器片、土師録片

台池
城 勝 経 史

山林

{河岸段丘) 原野
17 1官官ノ下遺跡(1)I天間官官字館ノ下35

18 1官官ノ下遺跡(2)1天間舘字鈴ノ下27 4ロ‘ 地 11 歴 史
知

原野|土師器、 石製品

19 1森 ノ上遺跡|天間舘字森ノ上
4口‘ 地

理t 基 歴 史 畑

台地
城、 跡 歴 史|宅地

(河岸段丘)
201家ノ下遺跡|天間鈎字家ノ下50

21 1二ツ森貝塚|榎林字貝塚 4ロa 地 貝
塚縄 文山林縄文土器、石器産、石斧、骨角器

(前・中) 畑 貝類、獣骨類

221底因遺跡(2)I天閉館字底図 丘陵斜面|包含地|縄文(娩)
歴史

山林 縄文土器片、土師器片

231鳥谷部遺跡|天間官官字鳥谷部 11 11 l縄文(前)原野 縄文土器片、石鋲
-JA¥ ， 

24 I舟・，向111久保遺跡|天閉館字舟場向川久保 11 H l縄文(晩) 山林 縄文土鈴



第
二
章

縄
文
時
代

縄
文
土
器
を
製
作

・
使
用
し
、
狩
猟

・
漁
労

・
植
物
採
集
に
依
存
し
て
生
活
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
放
射
性
炭
素
ら
を
使
っ
て

の
年
代
測
定
で
は
、
紀
元
前
一
万
年
ご
ろ
か
ら
紀
元
前
後
ご
ろ
ま
で
の
お
よ
そ
一
万
年
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
こ
の
縄
文
時
代
を
草
創
期

・
早
期
・
前
期

・
中
期

・
後
期

・
晩
期
の
六
期
に
区
分
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

第
一
節

草
創
期

縄
文
時
代
の
う
ち
で
も
最
も
古
い
時
期
で
あ
り
、
縄
文
文
化
の
繋
明
期
で
あ
る
。

本
県
で
は
、
草
創
期
の
遺
跡
は
最
近
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
・
五
十
一
年
に
わ
た
り
県
立
郷
土
館
が
発
掘
調
査
し

た
蟹
田
町
大
平
山
元
I
遺
跡
が
こ
の
期
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
第
に
そ
の
文
化
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
住
居
跡
や
そ
の
他
の
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
出
土
遺
物
に
は
石
斧

・
尖
頭
器

・
石
鍛

・
石
錐

・

ナ
イ
フ
等
の
石
器
及
び
、
小
量
な
が
ら
平
底
の
土
器
が
あ
る
。
石

鍛
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
飛
び
道
具
で
あ
る
弓
矢
を
用
い
て

獲
物
を
追
う
生
活
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

天

間

林

村

史

七



編 年 表

時代区分 |関

町

束|東北南部 l青 森 県 |天間林村の遺跡

A.D 

300 弥

生

後

期

中
期

弥 生
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期
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時
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一

n
u
 

c
m
 

B
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1.800 
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v
w
m
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H

H
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11 
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a

b

a
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V

守

'

円

f

式

式

式

c
h
u
a
 

堪代遺跡

底田遺跡(2)

白石遺跡

夏問木遺跡

舟崎向川久保遺跡

後

安行 II I新
" 1 

曲 会主

ぷ曽利益 |宝

堀之内

称名寺 |南

ケ

11 

11 

11 

3 H 

11 

防j川 原遺跡

森ヶ沢遺跡

松ヶ沢遺跡

底田遺跡(1)

+枝内遺跡司1)

夏問木造跡

縄 期

2b Iムシリ 田

2a 

l 

浜

早
11 

代 一一一 戸

中

加曽利 E 3 I大 木 10 I植林(最花) I古和備遺跡

2 I 11 9 I円筒上層 e式 |二ツ 森民塚

1 I /1 8b I 11 d式

塚

跡
貝

遺

森

部
ツ
谷
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式
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d

c

b
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1
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ム
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W
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叩
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ち
ょ
う
じ
ゃ
く
ぽ

従
来
、
旧
石
器
時
代
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
た
東
北
町
長
者
久
保
遺
跡
は
、
そ
の
出

土
石
器
が
大
平
山
元
I
遺
跡
の
も
の
と
近
似
し
て
お
り
、
土
器
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
こ
の
時
期
の
遺
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。

草
創
期
の
遺
跡
は
天
間
林
村
内
か
ら
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
節

早
期

遺
跡
の
数
が
増
加
し
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
を
ほ
ぽ
復
原
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
は
早
期
か
ら
で
あ
る
。

住
居
は
、
地
面
を
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
掘
り
下
げ
た
竪
穴
住
居
で
あ
り
、
平
面

形
は
円
形
ま
た
は
隅
丸
方
形
で
あ
る
。
住
居
内
に
は
、
炉
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と

二
種
確
認
さ
れ
て
い
る
。

長者久保遺跡と発見者の角鹿扇三氏

と

が

せ

ん

て

い

日
常
の
容
器
あ
る
い
は
煮
焚
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
土
器
は
、
底
が
尖
っ
て
お
り
、
尖
底
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
地
面
を
い
く

分
掘
り
、
そ
こ
に
突
き
刺
し
て
安
定
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

土
器
の
表
面
に
は
サ
ル
ボ
ウ
な
ど
の
貝
殻
を
使
っ
て
つ
け
た
文
様
が
多
く
、
縄
に
よ
る
縄
文
文
様
は
早
期
末
に
な
っ
て
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

天
間
林
村
で
は
大
平
遺
跡
が
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
一
ハ
千
年
以
上
前
に
す
で
に
人
々
が
住
み
つ
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

天

林

史

村

間

九
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大
平
遺
跡

小
又
部
落
の
北
西
お
よ
そ
五

0
0メ
ー
ト
ル
、
坪
川
の
河
岸
段
丘
上
の
畑
が
遺

跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
早
期
の
土
器
の
他
、
前
期

・
中
期

・
後
期
の
遺

物
も
出
土
し
て
い
る
。
数
千
年
の
長
期
間
に
わ
た
り
、
断
続
的
に
生
活
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

第
三
節

前
期
・
中
期

。
早期の尖底土器

(小田野沢よ り)

早
期
に
お
い
て
、
小
又
部
落
北
西
の
大
平
に
生
活
の
跡
を
残
し
た
人
々
は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
古
和
備
や
二
ツ
森
に
も
住
み

つ
い
て
お
り
、

や
が
て
広
大
な
貝
塚
を
残
す
よ
う
に
な
る
。

こ
の
時
期
に
主
と
し
て
使
用
さ
れ
た
土
器
は
、
土
管
の
片
方
に
底
を
つ
け
た
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
円
筒
土
器
と
称
さ
れ
て
い

る
。
円
筒
土
器
は
、
青
森
県
を
中
心
に
北
奥
羽
か
ら
北
海
道
南
部
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
土
器
表
面
に
は
種
々
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
縄
文
文
様
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
期
の
土
器
は
粘
土
紐
の
貼
り
付
け
に
よ
る
立
体
的
装
飾
が
み
ご
と
で
あ
り
、
縄
文
時
代
を
通

し
て
最
も
豪
華
な
土
器
が
作
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

縄
文
時
代
に
は
い
る
と
、

そ
れ
ま
で
寒
冷
で
あ
っ
た
気
候
が
次
第
に
暖
か
く
な
り
、

'南
極
や
北
極
の
氷
が
溶
け
だ
し
て
海
水
面
が

上
昇
し
始
め
る
。
そ
の
ピ

l
ク
に
あ
た
る
の
が
前
期
で
あ
る
。
現
在
淡
水
湖
で
あ
る
小
川
原
湖
は
、
全
面
海
水
に
覆
わ
れ
、

さ
ら
に

二
ツ
森
周
辺
の
低
地
に
ま
で
海
水
が
押
し
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
中
期
以
降
に
な
る
と
よ
う
や
く
後
退
し
て
い
き
、
縄



文
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、

ほ
ぽ
現
在
の
海
岸
線
を
形
成
す
る
。
小
川
原
湖
周
辺
に
は
二
ツ
森
貝
塚
の
ほ
か
、
六
ケ
所
村
唐
貝
地
・

三
沢
市
早
稲
田
・
野
口
・
山
中
・
天
狗
森
な
ど
本
県
を
代
表
す
る
貝
塚
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
海
水
が
入
り
込
ん
で
い
た

時
期
に
形
、成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
次
に
述
べ
る
二
ツ
森
貝
塚
は
、
本
県
最
大
で
あ
り
、
日
本
有
数
の
貝
塚
と
も
い
え
よ
う
。

ニ
ッ
森
貝
塚

二
ツ
森
貝
塚
は
、
小
川
原
湖
に
注
ぐ
七
戸
川
と
赤
川
に
は
さ
ま
れ
た
台
地
上
に
あ
る
。
現
在
は
、
大
部
分
タ
バ
コ
畑
や
競
菜
畑
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

一
部
宅
.
地
や
道
路
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
あ
る
。

こ
の
員
塚
の
呼
称
は
、
現
在
で
は
「
二
ツ
森
貝
塚
」
が
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
家
の
前
貝
塚
・
貝
盛
貝
塚
・
天
間

林
村
員
塚
・
榎
林
遺
跡
な
ど
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

貝
の
分
布
は
、
貝
塚
部
落
を
境
に
東
側
と
西
側
に
分
け
ら
れ
る
。
東
側
は
台
地
の
縁
に
沿
っ
て
北
に
四
ヶ
所

・
南
に
二
ヶ
所
認
め

ら
れ
て
い
る
。
西
側
は
表
面
観
察
の
結
果
、
三
ヶ
所
確
認
さ
れ
て
お
り
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
馬
蹄
形
を
し
て
い
る
。

こ
の
貝
塚
は
、
明
治
二

O
年
広
沢
安
任
が
東
京
人
類
学
会
で
報
告
し
た
の
が
中
央
に
紹
介
さ
れ
た
初
め
で
あ
り
、

さ
ら
に
佐
藤
重

紀
氏
が
明
治
二
十
四
年
刊
行
の
東
京
人
類
学
雑
誌
に
発
掘
報
告
を
掲
載
し
た
の
が
契
機
と
な
っ
て
、
以
後
た
び
た
び
調
査
さ
れ
る
と

と
に
な
っ
た
。
特
に
、
角
田
文
衛
氏
が
昭
和
八
年
の
発
掘
調
査
で
得
た
土
器
を
「
榎
林
式
土
器
」
と
命
名
し
、
東
北
北
部
に
お
け
る

縄
文
時
代
中
期
末
に
編
年
さ
れ
た
功
績
は
大
き
く
、
以
来
類
似
の
土
器
は
、
榎
林
式
と
呼
ば
れ
、
こ
の
員
塚
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
榎
林
式
土
器
は
、
東
北
南
部
仙
台
湾
地
方
で
盛
行
し
た
大
木
系
土
器
の
影
響
を
受
け
た
土
器
で
あ
り
、
土
器
表
面
に
粘

土
紐
に
か
わ
っ
て
横
位
に
沈
線
を
付
す
の
が
特
徴
で
あ
る
。
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二ツ森員塚研究史

第

明治 20年 広沢安任が本貝塚を「アイヌの遺跡の事」として東京
編

人類学会に報告する。
原

21年 佐藤重紀初めて発掘調査を行う。

22年 佐藤重紀再び発掘調査し、その結果を学会に発表す 始

る。(東京人類学会雑誌第6巻第59号「陸奥国上北郡

の貝塚J ) 

26年 7月 若林勝那が東京帝国大学の命を受けて、調査研究す

る。(東洋学芸雑誌第10巻第146号「陸奥国上北郡員

塚村貝塚調査報告J ) 

昭和 7年 2月 道路工事の際、貝層中から鯨骨製青竜万形骨器をは

じめ多数の遺物が発見きれる。二ツ森貝塚遺跡保存

会が設立され、出土遺物の保管にあたる。

8年 5月 喜四貞吉試掘調査する。

8年 8月 角田文衛発掘調査を実施し、「榎林式土器」型式を提

唱する。(考古学論叢第10輯「陸奥榎林遺跡の研究J)

37年 8月 青森県教育委貝会の依頼により 弘前大学村越潔他

14名の調査員が発掘調査する。(青森県二ツ森員塚発

掘調査概要)

37年11月 鯨骨製青竜万形骨器他3点が県重宝に指定される。

47年11月 青森県立郷土館で二ツ森県塚東側の貝層分布地図を

作成する。

50年5-6月 天間林村教育委員会が畑地造成に伴う緊急調査を実

施する。

50年 6月 天間林村教育委員会が村道の付替工事に伴う発掘調

査を実施する。 円形の竪穴住居跡が2軒明らかにな

る。

50年11月 新築の天間林中央公民館に展示コーナーが設けられ、

出土遺物が常設展示される。
四



今
日
ま
で
二
ツ
森
貝
塚
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
工
遺
物
や
自
然
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
列
記
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

人
工
遺
物

容
器
と
し
て
の
多
く
の
土
器
、
石
槍

・
石
鍛

・
石
小
万
、
石
皿
、
磨
石
、
石
冠
等
の
石
器

鯨
骨
製
青
竜
万
形
骨
器
・鹿
角
製
尖
頭
器

・
猪
牙
製
垂
飾
品
・鹿
角
製
又
状
品
(
以
上
回
点
県
重
宝
指
定
)
骨
製
櫛
・

く
つ
べ
ら
状
骨
製
品

・
貝
製
腕
輪
な
ど

自
然
遺
物

(
貝
類
)

サ
ル
ボ
ウ

・
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

・
ハ
マ
グ
リ

・
ア
カ
ガ
イ

・
ホ
タ
テ
ガ
イ

・
マ
ガ
キ

・
ア
サ
リ

・
オ
オ
〆
ガ

イ

・
サ
ザ
エ
等
二
十
五
種

(
魚
類
)
ボ
ラ

・
ス
ズ
キ

・
マ
ダ
イ

・
ク
ロ
ダ
イ

・
フ
グ

・
ヒ
ラ
メ

・
サ
メ

・
ウ
グ
イ

・
カ
サ
ゴ
以
上
九
種

(
晴
乳
動
物
)

ニ
ホ
ン
ジ
カ

・
イ
ノ
シ
シ

・
ノ
ウ
サ
ギ

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

・
イ
ヌ

・
タ
ヌ
キ

・
ク
ジ
ラ

・
ア
シ
カ

・

ム
サ
サ
ビ
以
上
九
種

(
鳥
類
)

カ
ラ
ス

・
ハ
ク
チ
ョ
ウ

・
マ
ガ
ン

・
カ
モ

・
ヒ
メ
ウ

・
カ
イ
ツ
ブ
リ

・
キ
ジ
以
上
七
種

こ
れ
ら
自
然
遺
物
と
し
た
貝
類

・
魚
類

・
晴
乳
動
物

・
鳥
類
は
、
す
べ
て
二
ツ
森
田
ハ
塚
を
残
し
た
人
々
の
食
料
と
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
中
で
も
、

い
ま
で
は
こ
の
地
方
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、

シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
は
圧
倒
的
に
多
く
、
貴
重
な
食
料
源
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

天

間

林

村

史

一
五



第
一
編

原

始

一占
ハ

猟
は
男
た
ち
の
仕
事
と
さ
れ
て
い
る
が
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
屈
強
な
男
ど
も
が
弓
矢
を
持
っ
て
待
ち
伏
せ
て
も
、
い
つ
で
も
捕

獲
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
時
に
は
相
当
日
数
獲
物
に
あ
り
つ
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
い
う
時
は
、

女
性
が
採
集
し
て
き
た
ク
リ
や
ク
ル
ミ

・
ト
チ
そ
の
他
の
木
の
実

・
草
の
実
、

ヤ
マ
ノ
イ
モ

・
ト
コ
ロ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
生
活

の
糧
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
員
塚
か
ら
は
二
ツ
森
貝
塚
人
と
も
い
う
べ
き
人
骨
が
数
体
分
出
土
し
て
お
り
、
現
在
新
潟
大
学
医
学
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

縄
文
時
代
の
人
骨
は
、
日
本
国
内
で
す
で
に
数
千
体
も
発
見
さ
れ
、

そ
の
人
種
に
つ
い
て
多
く
の
人
類
学
者
が
研
究
を
か
さ
ね
て
き

た
。
そ
し
て
い
ま
で
は
日
本
人
の
直
接
の
先
祖
で
あ
る
と
い
う
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
、
今
か
ら
四
千
年
以
上
も
前
の

二
ツ
森
貝
塚
人
は
、
我
々
村
民
の
先
祖
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る

昭
和
五
十
年
、
村
道
の
付
替
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
の
際
、
こ
の
貝
塚
を
残
し
た
人
々
の
住
居
跡
が
二
軒
発
見
さ
れ
た
。

一
軒
は

長
径
四
メ
ー
ト
ル

・
短
径
三
、

四
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
、
他
の
一
軒
は
直
径
約
五
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
円
形
の
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。

住
居
の
構
造
は
掘
立
小
屋
形
式
の
簡
単
な
構
造
の
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
住
居
内
に
は
、

は
っ
き
り
炉
と
い
え
る
も
の
は

な
い
が
、
焼
土
が
散
っ
て
い
る
個
所
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
中
で
火
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
鉄
製
品
が
ま
だ
使
用
さ

れ
る
前
の
こ
と
で
あ
り
、
土
器
が
貯
蔵
用
の
ほ
か
、
今
日
の
ナ
べ

・
カ
マ
と
同
様
煮
焚
用
具
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
住
居
が
残
さ
れ
た
年
代
は
、
土
層
や
貝
層
の
堆
積
状
況
か
ら
、

五
千
年
以
上
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
ツ
森
貝
塚
出
土
の
多
く
の
遺
物
は
、
森
田
金
蔵
さ
ん
を
中
心
と
し
た
二
ツ
森
貝
塚
保
存
会
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
っ
て
保
存

し
て
い
た
が
、

そ
の
す
べ
て
が
現
在
天
間
林
村
中
央
公
民
館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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ニッ森貝塚層序図
。 2m 

1層耕作土

2層黒褐色土

3層 シジミ純貝層

4層 暗褐色土(カーボン若干混入)

5層 茶褐色土(カーボン若干混入)

6層 茶褐色土 (カーボン若干混入)、カ キ・ フジツポが多い。

7層 賞褐色粘土層

8層 カキ純貝層

9層 茶褐色土、ハマグリ ・カキ ・シジミ ・ホタテ(カ キ主体)

10層 混土員層、カキ・ シジミ ・ホタテ (カキ主体)

11層 暗褐色土、ホタテ ・シジミ(ホタテ主体)

12層 シジミ純貝層

13層 黒褐色土、(砂質、カーボン若干混入)

14層 黒褐色土 (多量のカーボン混入)

15層 暗茶褐色土

16層 暗褐色土 (砂質)

17層 ホタテ ・サルポウ ・ハマグリ (ホタテ主体)

18層 褐色土 (カーボン若干混入)

19層 暗褐色土 (カーボン多量混入)

20層黒色土

21層 ハマグリ純貝層 (カーボン混入)

22層 カーボン層
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九

23層 混土員層、シジミ

24層灰層

25層 暗褐色土(混土員層)

26層 ホタテ純貝層

27層 暗褐色土、シジミ ・ホタテ・アカニシ・ハマグリ(主体はアカニシとホタテ)
28層 ハマグリ

29層 茶褐色土(砂質、カーボン若干混入)

30層 暗褐色土(カーボン若干混入)

31層 暗褐色土(砂質、ローム粒 ・カーボン混入)

32層 暗褐色土(砂質、ローム混入のため若干黄色い)

33層 賞色ローム層

A層 黄色ロームプロック

B層 砂質暗褐色土(カーボン ・ローム粒混入)

C層 砂質黒褐色土(カーボン ・ローム粒混入)

D層 砂質黒褐色土(カーボン ・ローム粒混入)

E層 壁崩壊土(砂質でロームと黒色土混入)

F層 砂質明褐色土(ローム粒若干混入)

G層 砂質黒褐色土(カーボン若干混入)

H層 砂質賞褐色土(ロームプロック全体的に混入)

I層 砂質黒褐色土(ロームプロック若干混入)

J層 砂質賞褐色土(ローム粒全体に混入)

K層 砂質暗褐色土(ローム粒全体に混入)
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第
四
節

後
期
・
晩
期

縄
文
時
代
後
期
・晩
期
に
な
る
と
、
村
内
で
は
夏
間
木
遺
跡
(
後
期
)
十
校
内
遺
跡

ω(後
期
)
堰
代
遺
跡
(
晩
期
)
な
ど
十
一
遺

跡
が
知
ら
れ
て
お
り
、
各
地
で
縄
文
人
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

彼
ら
の
生
活
は
、
前
期
・中
期
に
く
ら
べ
る
と
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
使
用
さ
れ
る
容
器
も
皿
形
・浅
鉢
形
・壷
形
・

注
口

・
香
炉
形
と
各
種
の
器
形
が
認
め
ら
れ
る
。

縄
文
時
代
は
呪
術
に
支
配
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
中
で
も
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
そ
の
傾
向
が
強
く
、
朱
を
塗

ら
れ
美
し
く
飾
ら
れ
た
供
献
用
の
遺
物
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
特
に
晩
期
に
は
そ
の
傾
向
が
強
く
、
世
界
的
に
有
名
な
木
造
町

亀
ヶ
岡
や
八
戸
市
是
川
は
、
そ
の
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
。
本
村
で
は
、
堰
代
遺
跡
か
ら
同
様
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
相
当
高

度
な
文
化
を
誇
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

縄
文
時
代
の
墓
は
、
村
内
で
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
県
下
で
は
各
地
で
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
、
地
面
を

円
形
あ
る
い
は
楕
円
形
に
掘
り
下
げ
、
土
葬
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
殊
な
例
と
し
て
は
、
石
の
棺
に
埋
葬
し
た
石
棺
墓

・
白
骨
化
し

て
か
ら
骨
だ
け
を
饗
に
入
れ
て
再
埋
葬
す
る
饗
棺
墓
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
後
期
に
よ
く
み
ら
れ
る
。

墓
の
中
か
ら
は
、
死
者
が
生
前
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
副
葬
品
が
し
ば
し
ば
発
見
さ
れ
る
。
勾
玉
や
丸
玉
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
・

石
製
ま
た
は
土
製
の
耳
飾
り

・
貝
製
腕
輪

・
骨
製
櫛
そ
の
他
様
々
な
装
飾
品
が
あ
り
、
美
し
く
見
せ
た
い
、
飾
り
た
い
と
い
う
願
い

は
縄
文
の
昔
か
ら
今
日
ま
で
変
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
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史
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八戸市是川遺跡に復元された竪穴住居
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十
枝
内
遺
跡

ω
(後
期
)

十
校
内
部
落
北
西
の
丘
陵
に
あ
る
。
現
在
は
水
田
及
び
山
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
は
後
期
初
頭
の
破
片
だ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
土
器
片
を
再
利
用
し
た
円
盤
状
土
製
品
も
み
ら
れ
る
。

底
回
遺
跡

(後
期
)

市
ノ
渡
か
ら
底
回
に
行
く
道
路
西
側
一
帯
の
丘
陵
が
遺
跡
で
あ
る
。
畑
地
造
成
の
時
遺
物
が
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

夏
間
木
遺
跡

(後
期
・
晩
期
)

栗
木
沢
川
北
方
の
台
地
に
立
地
す
る
。
後
期
初
頭
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
遺
跡
で
あ
る
。
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
が
あ
っ
た
ら
し
い

と
い
わ
れ
て
い
る
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

警
捜
木
遺
跡

(後
期
・
晩
期
)

千
曳
神
社
東
側
の
丘
陵
が
遺
跡
で
あ
る
。
現
在
は
植
林
さ
れ
て
山
林
と
な
っ
て
い
る
。
晩
期
の
遺
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、

後
期
の
土
器
片

・
歴
史
時
代
の
土
師
片
も
み
ら
れ
る
。

堰
代
遺
跡

(後
期
・
晩
期
)

元
白
石
小
学
校
南
側
の
丘
陵

・
道
路
を
は
さ
ん
で
東
西
の
畑
地
と
山
林
に
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
鉢
形

土
器

・
萱
形
土
器

・
石
斧
が
あ
る
。
後
期
か
ら
晩
期
終
末
に
か
け
て
営
ま
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

天

問

林

村

史
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1-2十枝内遺跡(1 ) 

3-9底田 遺跡、

10-11夏問木遺跡
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第
三
章

弥
生
時
代

紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
、
大
陸
か
ら
北
九
州
に
稲
作
栽
培
・
機
織
・

金
属
器
の
使
用
等
新
し
い
文
化
が
伝
播
し
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生

時
代
へ
と
移
行
す
る
。
こ
の
文
化
は
、
そ
れ
ま
で
の
狩
猟
・漁
労
・

植
物
採
集
の
食
料
獲
得
と
ち
が
い
、
自
ら
栽
培
す
る
と
こ
ろ
に
大

き
な
相
違
点
が
あ
り
、
今
日
の
日
本
農
業
が
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と

い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

青
森
県
に
こ
の
弥
生
文
化
が
導
入
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
後
ご
ろ

で
あ
り
、

お
よ
そ
二
千
年
前
で
あ
る
。
米
ど
こ
ろ
と
言
わ
れ
る
田

舎
館
村
か
ら
は
籾
痕
の
あ
る
土
器
や
炭
化
米
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
稲
作
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
天
間
林
村
内
か

一一占ハ

弥生式土器 (十和田市出土)

ら
は
、
ま
だ
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
六
ケ
所
村
馬
門

・
千
歳

ω・
野
辺
地
町
有
戸
な
ど
で
知
ら
れ
て
お
り
、

調
査
が
す
す
め
ば
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。

弥
生
時
代
の
住
居
は
脇
野
沢
村
瀬
野
で
一
軒
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
縄
文
時
代
の
住
居
跡
と
か
わ
ら
な
い
円
形
の
竪
穴
住
居
で
あ



る
。
ま
た
、
三
厩
村
字
鉄
で
は
こ
の
時
代
の
土
墳
墓
と
婆
棺
墓
の
両
方
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
縄
文
時
代
の
葬
制
を
引
き
継

い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
、
副
葬
品
か
ら
考
え
る
と
す
で
に
階
級
社
会
に
移
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

日
本
史
の
上
で
は
弥
生
時
代
の
後
、
古
墳
時
代

・
奈
良
時
代

・
平
安
時
代
と
続
く
の
で
あ
る
が
、
本
県
に
お
い
て
古
墳
は
八
戸
市

鹿
島
沢
で
発
見
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
古
墳
は
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
弥
生
時
代
終
末
期
(
三
世
紀
末
)

か
ら
の
数
世
紀
聞
は
、
文
献
の
上
で
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
物
の
面
で

も
空
白
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

村
内
で
古
墳
時
代
以
降
歴
史
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
白
石

・
桁
平

・
松
ヶ
沢
な
ど
十
四
遺
跡
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
遺
跡
の

う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
松
ヶ
沢
遺
跡
で
あ
る
。

松
ヶ
沢
遺
跡
は
小
又
部
落
北
端
坪
川
の
段
丘
上
に
あ
り
、
現
在
競
菜
畑
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
五
年
頃
畑
を
耕
作
中
、

葱
形
土
師
器
と
と
も
に
奈
良
時
代
以
前
の
製
作
と
さ
れ
る
須
恵
器
の
登
や
護
が
偶
然
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
主
の
話
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
遺
物
は
地
表
下
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
と
こ
ろ
で
、
直
径
約
一
メ
ー
ト
ル
の
輪
状
を
な
し
て
出
土
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
遺
物
や
そ
の
出
土
状
況
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
の
遺
跡
は
相
当
な
勢
力
を
持
っ
た
豪
族
の
墓
で
あ
っ
て
、
出
土
遺
物
は
中
央

か
ら
は
る
ば
る
移
入
し
て
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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1 -5 石全族

制。
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6 石小刀

7-8 石 槍

10 硬玉製垂飾品

飾耳製土
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二ツ森貝塚出土遺物実測図(2)(石器他)
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二ツ森員塚出土遺物実測図(3)(石器)
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12-13 へラ状骨器

12 

Eコゴ
二ツ森貝塚出土遺物実測図(5)(骨角器)

10 

-
h
 ニ

四



天

間

林

村

史

t; IOcm ob  

二ツ森貝塚出土遺物実測図(6)(鯨骨製膏竜力形骨器、県重宝指定)
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6-9 猪牙製垂飾品
( 7は県重宝)

7 

二ツ森員塚出土遺物実測図(7)(骨角牙器)
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二ツ森東側貝塚発掘状況

七
二ツ森西側貝塚発掘状況



ニッ森西側貝塚発掘状況

ニッ森貝塚 2号住居跡発掘状況

第

一

編

原

始

J¥ 



天

間

林

村

史

ニッ森貝塚 2号住居跡発掘状況

九
ニッ森貝塚 2号住居跡上の層序



二ツ森貝塚|号住居跡

二ツ森貝塚2号住居跡
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二ツ森貝塚土器出土状況

四

ニッ森貝塚土器出土状況



二ツ森貝塚出土土器
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二ツ森貝塚出土土器
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二ツ森貝塚出土土器
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二ツ森員塚出土石器
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二ツ森貝塚出土骨角器
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二ツ森貝塚出土自然遺物(鹿角、サルポウ、アカニシ、カキ)
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